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本態性多種化学物質過敏状態の調査研究

Ａ．目 的

近年、環境中に存在する微量な化学物質による環境汚染や人体汚染が大きな社会問題とな

っている。とりわけ、シックハウス症候群との関連性等が指摘されている本態性多種化学物

質過敏状態（いわゆる化学物質過敏症）については、不確実な点が多いものの、科学的知見

の収集を急ぐ必要がある。

そこで、本調査では、平成 年度より平成 年度に実施した二重盲検法による研究成12 15
果の総括を実施し、本病態が化学物質によって誘発されるか否かを検証するとともに、モデ

ル動物を利用した非アレルギー性の過敏状態の発症機序を検討し、メカニズムの解明を図っ

た。

また、新たに化学物質過敏症の原因として疑われる化学物質が明らかになった際には、可

及的速やかに極微量分析を行わなければならないので、そのための分析手法の開発に着手し

た。
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